
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mouth Clinician 
 

MC 歯科医師対象  

  
 

コース 

  
 

臨床実習ベーシック 

 

2018 後期 

主催：ＰＤ普及の会/GEPEC    後援：(株)モリタ 

 お問合せ、お申し込みは PD 普及の会 事務局までお願いいたします。 

TEL：06-6100-3810  FAX：06-6100-3801 E-mail：info@pdp.sc 

1）自然な姿勢で形成ができない問題点 
2）診療台は自然な動きを妨げていないか 
3）自分の生理的な動きを妨げていないか 
4）患者さんと術者の好ましい位置関係 
5）ミラーの上手な使い方 
6）ポジショニングの考察 
7）グリップの種類 

1）pd診療台でのセッティング 
2）シュミレーションマネキンヘッドでの形成 
3）各部位の人工歯使用 
4）ポジショニングの自覚 
5）グリップ、レストを自ら見つける 
6）ミラーが濡れても見えるコツ 
7）ムリ、ムラ、ムダ、ムジュンの無い形成 

〒532-0011 大阪市淀川区西中島 6-2-3 チサン第７新大阪 1214 

★MC呼称について（Mouth Clinician）UCLAの Periodontics の教授 Dr Henry Takeiは”歯の医者”ではなく”口の医者”であると認識すべきで、自らをMouth Doctor と自
称しています。最近の数校の米国歯学部では卒業生に DDS(Doctor of Dental Surgery)ではなく DMD(Doctor of Medicine in Dentiststry)の称号を付与しています。 
GEPEC も数年前から歯科医師を口の臨床家(Mouth Clinician,MC)に名称を変更することを提案しています。 

2日目に続き、さらに難しい部位 
臼歯部隣接面の形成を行います。 
臨床の中でのいくつかの重要なヒントや 
ノウハウを提供します。 

 
生理学的由来の言葉で、五感のほかに人間が持っている固
有感覚を最重要視し、私たちの姿勢、動き、器具、道具など
に対して、その是非を判断、評価するプロセスです。 


